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電器滋 i乙 5宣 言青

@干告鐙まE 完奇 89…2358
@致事事委重量会 85…ω1151
@若く 遂 罪喜 84…0111
毒善治 銭 重要 84-0119
8少年センタ-85ー1514
翁iI:i笠極さん護 85-2461

J墜空整センター 87ー1131

炉問詩 4月28臼〈日;午前8善寺30

分〈雨灰の場合、 41'寺29巳〉

券会議 手童書淫公童書コート

参加露軍事富 市内在住、在畿の護軍絞殺

以よおよび逮霊霊登録会主主

惨事華8 努・女・1主主芋E号(45議以上〉

b拳君陸軍尊 重号‘女守チ ム 60係主

投ま宮守チーム100答弓
主砂銭言語 ダブルスト ナメント寄託

惨事し込み・問い合わせ1¥11キ

i之氏名、年齢、住所、勤務先およ

び警護主当者紛認し、ぺ戸 を絡んで、

41'弓228までC寿十句一宮中村正三

官82-3052

lヨコゼユータ{Jt~ノJ;;;}譲謹|
炉四時 41'弓25日、 5月2日、 9

関、 16関、 23悶の午後6隠30分方

sga寺 (費用剤∞F号〕

炉襲撃獄 中矢挙霊竜太学

惨コース紛級、(ド級

炉支霊童襲 撃議室および従業主主

参入総 党議選霊童922'8(主主主主し書室

級車君事主義薫務空襲喜善さを義塾免〉

1>絡し込み命罪事~\会わゼ ヰ尽径

約(1'者〉訟で三重翠工務

i嬢科認し街ふ怒っり会委j
1>翼持8 41'ミ29Eヨ〈祝〉言語天決行

が書官議事 it:務手霊童話ヨ

8惨事書暗油資 無料〈訪日は入漁料無〉

惨B能付午前4居者30分から9時

I>~思fサ線路町 三手関沼会豊富内大会本

日臼〈機長議機所私的じ〉

惨事者総 午節ij5!i者から守後21)奇の

告発機接税関防総該て了

炉問いさ詰オフ士主 杉本官82-'2001

お vr之

)>8事事 4F'l23紛がら51'ヲ28Eヨの

主自主謹o!i・重量院議8不自Ul0B寺lJ'SIE午

惨機筋 i噂級金量テコスコ ト(久

容滋〉、 E理胤怜ooPl
砂均五最 初jω苦費、 cp級奇襲 (40をき〉

)>総務浴車車 4F'l208C翁〕午前10

苦容がら守口善事30B室長でiごI¥tJキ!こ使

節、正主主活、年襲撃、襲撃室長、検銚安説記

入し喜重量豊コ…トへ袴毒害して下さいG

b塁塁い合絞殺 害壁一機淡路重量監事事奪還要

争重量守番 IJIさ芋3年生以上lJ)人

惨事島長野 ゆ決公際議題、総とえ1¥学総

修会爽入会郎総柄、泌総00腕
参加申し込み 41'寺21粉、 28閉め午

翁9[1著から11草寺、絞殺詩襲。受11ijJI7

炉問い合わt全 滅5揺さ予約線道露首盟
III~芝居82-2250

子供正三ちのため1;:?3'Z'E粉、淵ヒ、

新木、千百佐￠さ~j躍で悶 1 1Ql cdきは

なし会」をしていをまずα 総本のζ主

みきガt主、溶液堅苦、人総連覇'M主<'::1こ

庫署Eまのあるまきやってみ霊長tthJlJ'a

'遼絡先長沼盟校同級3

l>8草寺 4F'l29をヨ〈絞)'f事長19号

炉型霊務 総民会費告主義6主主義議議議

園融噂
圃墾塾塾輔足豆塑主到

5月T臼現在で全国道一粛に総線

量産、 ψ売業を営んでいるすべての

趨思〈飲食容を除く〉を対重量lこ綴

震ガ弓われます。

この議室la言語!do会滞状況や然

発活動忍ど蕊棄の突然を告書らか!と

することを8おとして議運筆号室遺棄望書

tJ1ヨうちので F荘重要撃の三塁務総量富J

というべき重要な議室蓋で写。

事警察主主主fお湾いしまし怒ら綴綴

1]をお壊し1します。

b塁塁い合わゼ u'盛喜華

議議第蚕1ほど銭i:J君主

5丙28日から6月38eまで/::1苛

われる計量器の定期1費量豊!と先Ilぉ

喜喜朗調登を行います。計量欝誌な自主

当lやE証明lこ便局されている高指定皇、

二工著書、 車電電者、学校などを対室長!と毒事

震績が聞いま亨のでご慾カをお聖書

いします。

1>罪事い合わせ rul'古生浴室華

[議主語錨鏑諮らなi
豊発ま襲万索線長奇;幸等至宝義語法による

言語紙 'lH気総)J実j類似員豪アア干す

キコれ法改。

1>8事事 41'ヨ258、268守一言副g~奇

から午後ヰ認さまで

券会翼入会傘守∞筏号、絞め従耳号

炉8草寺 ヰF'l28EヨCEヨ:午後:ヨ在者3紛 炉隠し1合わせ 殺害草子添う〉後

砂護憲滋 務総会注意{入i裏書華料 IJI重警官伎の702

1>重量幾 il:il'芸会鶴

》院遣い会わせ 我惑さ子笹察署書

E82也110
炉内豪華 父線、議議運高〈議六事章氏iこ

よる fょこにガ総絞めま認めで苦心

1>際似合わt主 著欝務罪事暗号ロイ告さ4

炉日告事 51'ヨ守王3;廿ら在日濁水障室臼

午後6G寺30分から89者30分

炉織目時 F行総話量責盟書担5重量幾重霊

砂申込然f寸 5Fl1 若党総会を

行い隠勝鰍誌をま私的2総例〉

1>罪者い主主わせ 受賞様子中主義務繁華童

話量 針ゑ椋島小7392

@~主題レーティック式会事幾重警童書
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一

般

崎

臨

機

抗

野

畳

、

が

ん

積

一

詩

、

総

人

主

賀

誠

務

総

吋

械

設

桶

助

卒

業

・

2

2

1

2

捻

世

間

/

加

盟

調

。

万

m

門

料

輸

鈴

を

ど

の

築

総

感

殺

:

2

9

0

0

0

河

内

芸

品

一

メ

減

*

交

通

安

会

務

総

続

出

禍

事

業

・

1

2

0

万

問

問

*

し

競

路

線

卒

業

4

1

1

僚

ら

9

0

0

万

市

終

的

指

仰

を

反

映

き

廿

。

万

開

発

結

絞

予

防

‘

検

蹴

問

、

綿

棒

、

予

紡

機

内

締

端

、

予

算

、

時

総

な

ど

を

審

議

し

、

旗
つ
く
し
務
総
波
地
区
佳
境
畿
一
帯
感
情
端
綴
な
ど
の
叩
十
時
間
衛
生
事
総
:
4
3
0
0
*
俊
朗
川
崎
町
乾
電
池
回
収
州
地
機
構
傘
:
3
決
機
間
関
と
し
て
の
総
帥
慨
を
幾
た
」

7

6

0

万

円

万

円

。

ο万
円

の

予

算

が

斜

ふ

さ

れ

て

い

ま

す

。

}一{ム3.8%}
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鴎
車盟i穂署蓮華草12蘇口59手重茨嘉克盃状証

子持

g百 f込書，容器6，き63

詩 露 12，012，900

傍j毒事支;長金 i2，094，84016吾.2予番

地志交付総 11，453，0001 O.2~五

分担金J1び負j賞金 11，073冷541150.9%

繰 主主 受注 1 866，9681 57‘69玉

県 支出金 1 390 ， 258! ム2.0~言

滋絞入 1 325，6121ム2ρ事長

穫期終廷が子数料 1 150，き361ム7.3%

そ の ilh1 42吾，959¥ 17.0% 

会 量す lj!J 
持2，03些1，号号t苦手1'1

綾子事総t~獄事

国民幾康保安主導正義務羽会計 ム2.2%
土地区終盤望撃事察特別会計 1，02事，558 ム2.1%
公共下本選務総中華811会計 1，614，258 ム7.3%
主主人{呈縫称号IJ 会計 1，532，555 12.4% 
子主主治浄化事業務総会計 25，329 3.4% 
水 J官事業会計 2，061，230 ど~4.3%

fs 言十 事‘2事3，事30 ム1.4%

iFliiiミ12商工
策 興万一物 なめ
高野 被詩的弱 1:: 1醗

?3喜 22
8 軽震 が 光
o 袋 詰専五
万 3 紙 上書室

(ム14.5%) 伺 3事ミ五

品百
R藤淋隣同州

農
業
の
基
盤
整
隅
闘
を
開
閉
り
、
蜘
附
議
機

興
、
指
導
常
打
う
た
め
め
予
防
将
司
ιす。

務
市
ル
叫
が
激
行
中
む
、
年
々
減
タ
傾
向

に
あ
れ
ノ
ま
ナ
。

場
。
蹄
鰍
滋
鈴
袋
、
幹
線
排
水
絡
銀
銭
準
緩

:
2
3
0
0
万市内

主
農
業
基
盤
笠
蹴
閉
幕
綴
・

6
0
0
0
万

円

E盛氏穣療保険

公共下水選

考 人 i呆健

主総長主綴重量理

手賞 i混浄化

【
特
別
会
計
}

霊

度

(

沼

嘉

吉

田

円

か

ら

籍

撃

3
局
窓
で
)
の
財
政
事
機
宍
議

を
い
だ
し
ま
す
。
今
回
制
調
脳
細
加
わ
せ
を
る
の
は
、
沼
田
相
級
定
時
棋
の
決
嫌
気
込
み
で

す
。
綾
申
止
し
た
決
務
の
公
淡
獄
、
村
H
河
演
に
行
う
予
定
で
す
む
時
制
開
政
談
話

仙
紙
拭
銭
入
品
凧
山
間
的
確
定
し
た
教
を

…
鮫
会
計
の
決
算
見
込

訴
す
計
算
半
世
e

議
入
歳
出
子
持
に
叫
叫
す

る
策
際
的
収
支
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
後
人
は
当
初
予
算
1
7
7
綴
3
0
0

た
家
計
簿
、
と
も
い
え
る
も
的
で
t
o
版

。

万

m
門
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
ー
だ
が
、
決

和
岱
宇
ぱ
町
市
め
家
糾
制
緩
め
あ
ら
ま
し
片
件
目
見
込
何
酬
は
6
・
3
%織
の

1
8
6慾

は
上
楽
的
効
り
?
す
。

t
O
1
4
9
κ
M
m門
止
な
っ
亡
い
ま
す

a

前
年
次
は
、
布
佐
駅
自
由
淡
路
箆
蹴
問
、
お
聯
間
同
町
叫
に
み
る
と
、
分
担
余
波
が

戦品叫が開，
T
市
営
住
宅
絞
殺
、
殺
M
知
子
中
良
税
金
が
最
も
大
き
な
増
加
州
市
中
を
一
泊
し

学
技
場
改
築
、
本
議
対
線
、
殺
判
精
子
閥
抗

1
5
1
%
の
地
司

ζ
れ
誌
布
狩
紋
織
上

前
都
市
段
議
、
ハ
ム
絞
殺
織
な
ど
、
都
市
紋
合
建
設
負
知
念
6
総
3
0
7
6
万
円

議
然
然
備
、
数
野
総
数
前
壁
掛
畑
幸
中
心
に
、
め
楠
明
組
問
に
よ
る
も
的
で
す
@
ま
た
訂
・

多
〈
の
w併
殺
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

6
w
m
的
地
哨
お
と
な
円
た
繰
越
金
u
u
‘
繰

[水道室事業会計}

〈
領
民
健
康
係
鯵

榊
問
機
微
滅
的
後
様
、
ゑ
町
階
、
出
産
、

死
む
な
ど
に
関
L
給
付
を
一
行
い
ま
一
す
ひ

〈
土
地
震
観
整
翠
v

今
年
度
泣
柴
崎
士
柚
刷
版
総
綴
糊
怖
い
い

7
鐘
9
8
5
湾
内
、
中
仙
附
ふ
ふ
崎
地
口
位
一
関

枇
耕
輔
械
に
お
脇
陣
9
3
8
8
万
円
な
ど
円

予
算
が
計
上
寺
れ
て
い
ま
す
。

受
章

警
の
中
心
は
、
同
慰
霊
義
的

認
億
5
9
0
4
一
方
附
円
で
す
紛

〈
公
共
下
水
穆

苧
加
民
間
階
楠
剛
山
地
下
水
滋
頑
迷
の
公
共

下
本
一
泌
総
数
に
雨
宮
す
る
経
質
で
す
わ

A

事
鷲
滋
浄
化
v

前
年
度
ど
ゅ
ん
べ

4
縁
日
明
山
内
部
s
絡
を

計
上
白
ア
オ
ヲ
分
総
級
車
機
内
隣
入

な
ど
を
行
い
ま
す
ぬ

A

本
滋
事
態
奈
v

崎
市
本
授
の
増
大
や
、
持
本
絡
め
並

行
犯
に
よ
る
施
設
改
良
、
院
本
鰍
闘
の

帯
設
な
ど
に
よ
り
、
川
削
亦
成
叫
ん
で
国

a
5
%
の的
W
び
者
ぶ
し
ま
し
た
a

59妥f'F，ま58年度57年fjf

5告

〈
億
円
〉

ニ内

議 会 撃を 1 251，7351ム白喜多量

総務後 12，658，ぬけま?ι%

f芝生霊堂 12，41事，8461ム3.3%

事詩集禁 11，454，5161ム0.79右

差是林水産量業費 1 241，8421 6.2% 

蕊 X 資!仇0171 3ぬ

ま水資 4，188，2121ふ8.3%

消防望者 j 品14，9461 l.l災

害宣 言 i著作，614，6481 3.2% 

公儀費 11，932，ぬ11ム3ι%

潟支出金 97，ぬ91148.8%I 

子 !議 事号! むi皆減

官
嫡

蹴
現g

A
 

f
 

朱為部4
 

4
民

雄
姉崎間レ

ι
合
間在現品

揖湾総雌
欄の

絞
殺
を
行
う
俸
に
、
紛
の
総
得
ゃ
い
得

て
数
年
波
に
わ
た
っ
て
財
政
政
訟
を
分

割
し
は
担
縄
問
を
文
山
加
す
る
も
の
寸
す
務
ま

た
岬
削
減
ぬ
い
燃
料
H
為
は
、
+
巾
が
Z
年
以
上

ιわ
た
り
依
務
(
法
り
入
れ
金
)
を
政

相
し
、
経
費
の
支
出
b
行
う
も
的
匂
い

ず
れ
も
市
町
借
金
で
す
。

右
表
的
漁
り
、
ニ
的
他
国
金
川
同
年
々
増

加
し
て
い
ま
す

eω
平
成
的
決
算
日
見
込

み
で
は
合
わ
サ
て
2
0
4倍
m内
包
こ
れ

を
ふ
巾
災
1
人
当
た
り
に
換
H
H
す
る
と
、

同
万
4
0
0
o
m
に
な
り
ま
す
ω

甘
霊
碑
は
お
織
内

集
金
MM帥
付
ん
況
の
お
的
め
た
め
に
安
全

徴
的
総
校
内
総
一
仏
刊
に
よ
る
も
の
。
一
方
、

J
V
A
慎
み
立
て
た
り
、
定
鎖
的
安
血
液
を
淡

M関
陣
支
出
金
は
6
e
2
%減
タ
し
ま
し
悶
川
す
る
た
め
に
設
け
る
も
の
で
、
市
め

た
が
、
こ
れ
は
扶
助
授
、
点
本
山
叫
が
減
財
産
の
ひ
と
つ
で
す
勾
続
税
‘
お
に
は

嫁
と
な
っ
た
れ
ん
約
件
、
寸
。
各
闘
の
集
会
が
絞
け
ら
れ
て
お
り
‘
捻

後
続
的
淡
総
MMh仏
側
は
、
当
初
予
算
向
刊
行
は
約
総
隊
3
0
0
0
万
川
に
の
ぼ

叫
ん
。
‘

2
%増
め

1
7
7位
5
7
2
ら
》
て
い
ま
う
ベ
会
談
は
い
す
れ
も
似
籾

万
m
H
a

こ
の
3
b
h
u
・
00%増
加
し
ゃ
~
m
w
年
3
月
引
日
寝
室
)

総
務
費
は
、
事
仲
間
総
凶
附
ふ
総
品
開
拙
地
総
議
*
財
政
調
務
薬
品
応
a
z
a

約
日
時
間
9
0
0
0

金
へ
の
日
間
五
分
(
6
総
6
3
1
6
万
附
円
)
万
出
向

で
す
ω

太
本
抑
制
は
、
中
期
日
都
市
改
造
事
由
年
海
設
耐
航
機
上
絞
殺
袖
暗
殺
作
品
会
;
約
6

業
的
事
裁
判
が
減
数
さ
れ
た
た
め
、

8

俄
5
0
0
0
刀
m円

・
3
%減
合

t
ま
し
た
ρ
*
役
会
務
総
務
鋭
的
指
備
品
/
苧
ゐ
約
4
0

な
お
議
入
と
品
岡
山
出
品
川
ぷ
郎
総
日
以
也
銭
前
予

0
0
万同門

度
へ
緯
り
怒
さ
れ
ま
す
。
*
悶
民
健
掛
柏
崎
開
体
問
事
情
物
対
欧
州
倒
的
E
W
盤
会

お

の

借

金

残

高

約

3
徳一門

本
そ
の
仙
札
機
江
市
期
間
明
決
金
約
2
慾
5

仙
川
万
印
刷
と
は
、
車
が
公
共
総
設
な
と

0
0
0
万
肉

計)
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1 (4) 乞ダお議~660号

。
織
り
ま
す

V
然
科
で
*
ベ
ビ
l
ベ
ょ
r
、ベと

iカ!、ゃい刊明雌〈慨肝問時官〈剖~75

0
8
v
 

マ
有
料
で
・
本
女
子
熊
ラ
シ
ド
セ
ル

〈
佐
野
岱
(
糾
}
5
7
2
8
v

一
j
j
i
-
-
1
1
i
j
J
l
j
i
J
H柚
4
U

ら
SJF中
砕
い
ぬ
け
る
と
4
お
織
り
付
株
主
」
る
訟
は
、

β
ギつ
7
7

っ
て
際
日
そ
れ
は
、
総
汐
い
江
南
事
か
ら
織
っ
て
く
口
努
m
w
畿
は
白
何
百
で
や
っ
て
m
凶
に
少
し
一

一
家
震
の
臼
一
三
日
と
努
警
…
警
の
ガ
う
官
邸
言
家
主
李
総
っ
て
い
ら
れ
て
る
と
ぐ
っ
号
む
さ
も
え
さ
お
で
も
ら
く
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い

a

三

一

U
-
h
y
-
-
J
き
だ
あ
の
こ
ろ

0
5護
も
う
い
い
話
回
と
思
っ
て
い
だ
主
義
っ
か
右
翼
設
懇
し
だ
く
を
し
ん
獄
ふ
う
に
ぎ
揺
ら
嚢
議
で

一
優
祭
作
文
か
ら

-UL
あ
の
き
の
よ
う
に
、
寸
芸
場
/
L

は
ち
が
う
。
翁
零
カ
ギ
っ
き
怒
っ

γと
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
樫
竺
綴
ば
ぷ
警
く
り
な
ん
て
若
い
か
る
一

腕
一
;
j
M
川
}
主
主
笠
宮
悶
つ
で
も
、
五
帰

2

2て
つ
「
づ
く
い
芸
と
一
怒
う
き
安
八
一
部
業
芝
お
べ
ん
と
う
薬
つ
い
日
「
こ
れ
か
ら
も
、
事
誌
に
ガ
ン
一

望

龍

輔

事

参

与

え

さ

い

三

重

量

っ

て

ご

は

い

き

に

な

さ

と

い

て

き

む

な

ぞ

の

と

考

古

ア

も

ら

き

っ

ち

ゃ

て

喜

一

議
一
輔
醐
開

p~しい鴨川一
γ

山
間
同
に
な
っ
て
し
絞
っ
筏
土
警
富
三
需
型
の
で
六
時
撃
さ
お
ベ
ん
と
う
ム
砕
い
作
コ
て
完
多
パ
レ
/
弘
患
の
中
で
そ
…

喜
一
錨
欝
静
長
九
州
議
い
く
下
突
き
議
妥
結
っ
て
も
務
主
催
百
の
義
誌
は
、
す
べ
て
私
い
て
/
れ
る
か
ら
だ
。
う
一
さ
け
ん

2

一

臨
時
一

d
a警
官

4

伊
吉
は
、
だ
れ
も
い
ぎ
の
だ
望
号
ど
う
に
な
っ
段
。
い
つ
も
は
、
雪
崩
の
仕
参
考
高
害
警
合
、
き
寄
ょ
う
と
委
託
三

悲
…
「
家
穫
の
思
い
筆
持
っ
て
し
怒
っ
て
い
季
語
主
力
し
て
い
る
諮
雲
震
は
、
手
警
撃
芸
芸
内
め
警
警
。
議
さ
ん
も
手
い
て
い
て
凡
あ
ま
こ

1
〓
…
勺
だ
だ
い
ま
/
L
来
三
戸
で
一
霞
い
隊
、
ま
っ
く
ね
津
信
ガ
、
警
い
伝
っ
て
く
れ
め
げ
を
や
っ
ぱ
り
お
言
、
妻
き
っ
し
ょ
円
ノ
蓄
は
が
き
だ
り
溢
ん
ど
り
で
童
話
、
三

有
一
i
t
i
t
i
t
i
3
3
3
3
3
3
i
;
3
3
3
3
3
z
i
燃
ご
は
ん
を
作
る
の
は
め
ん
ど
ニ
母
ら
会
い
て
い
敗
。
い
っ
し
ょ
う
け
ん
だ
、
家
島
つ
で
も
だ
れ
も
い

5
2

勝

一

…

襲

撃

暴

露

由

3

2

7

2

J

」

ん

yj言

語

い

て

も

お

っ

i
:吃

く
さ
ん
い
る
童
話
;
…

児
一
向
は
生
き
て
い
る
仏
軍
基
5
n
g
主
-
壁
…
れ
ば
い
け
な
い
ん
だ
こ
言
語
は
み
ん
誌
や
書
道
ゃ
く
っ
議
つ
は
、
要
望
い
る
の
で
あ
き
さ
み
一

澗

二

芸

時

員

g

s

s

t

時

一

遣

さ

ん

zzg警の
に
。
事
て
な
く
な
っ
て
い
っ
と
き
o
m
凶
し
〈
は
な
い
け
れ
ど
之
一
人
つ
冬
季
一

必
一
…
百
台
務
自
は
午
霊
堂
側
何

r
F
曹
翠
裏
金
総
3
館
一
え
が
絞
は
い
て
く
長
急
容
と
日
同
協
毒
物
は
一
つ
も
脅
さ
私
ゃ
ぎ
ん
さ
さ
み
し
い
さ
よ
う
一
か
。
一

mm
一
…
ら
午
後
6
時
、
6
足
早
謡
融
会
五
重
苦
闘
…
…
習
中
で
議
ち
喜
義
つ
だ
暑
い
と
議
議
ば
か
り
、
輔
ち
て
く
判
い
る
の
だ
。
え
蓋
喜
子
一
去
に
と
っ
て
舎
一

一
一
約
9
持
主
義
み
韓
日
明
寺
本
有
数
喜
重
護
地
…
一

zza

そ
ん
禁
容
ち
し
い
義
務
室
一
番
激
震
の
は
、
お
父
さ
ん
や
、
お
一

l
一一

v襲
裏
金
総
長
サ
一
向
初
で
し
た
a

室

内

会

総

…

量

三

豊

G
Zん
ど
う
を
に
差
主
義
7
4
き
む
な
っ
吟
撃
を
き
イ
織
し
言
語
三

切
示
@
襲
事
務
じ
っ
イ
義
震
は
3
4
0
議
室
」
え
叩
み
議
室
ち
一
獲
し
い
壌
で
は
絞
り
寄
っ
と
、
繋
っ
て
望
号
、
て
醤
…
ぃ

3義
塑
患
い
殺
す
り
一

議
孟
い
て
い
出
費
総
書
少
時
て
い
を
も
っ
一
度
こ
一
憶
に
は
暴
言
し
ち
で
た
い
て
い
る
わ
け
言
い
だ
言
語
寸
菱
重
し
喜
一
号
張
、
一

袋
一
番
筆
護
官
知
美
子
…
繍
の
す
苦
し
い
ふ
る
2
一
へ
ん
だ
き
戸
要
芝
一
向
し
よ
う
議
官
に
一
銭
児
童
い
て
く
れ
ぬ
と

e
Zき
も
て
あ
父
主
一

か
ら
の
震
と
な
り
ま
す
。
誌
の
俊
一
宮
J
リ
議
卓
義
ト
↓
主
総
し
ま
し
ょ
う
。
一
一
円
縫
っ
さ
お
か
い
な
い
。
去
、
私
て
い
議
室
思
え
る
よ
さ
な
つ
だ
や
重
点
C

ん
毒
し
く
ふ
れ
寄
え
る
大
一

主
主
H
a
(
さ
か
ら
で
す
駒
山
師
昭
子
そ
輩
、
重

f

v

蓑
護
善
政
局
を
山
選
も
僚
の
紛
で
は
ぜ
っ
疋
い
れ
、
か
ら
だ
。
だ
か
ら
宅
患
で
燃
み
妻
、
ひ
な
と
き
。
一

@
較
し
い
建
議
凶
器
島
支
袋
、
警
委
員
金
品
々
山
必
聖
ん
裏
手
亡
く
れ
だ
ら
い
さ
協
力
し
て
誇
る
よ
う
に
弱
吉
長
室
私
、
返
警

p
q
Z

1

げ

は

つ

は

総

長

一

日

れ

に

は

汚

片

誌

に

は

法

行

い

い

す

i
i奪っ
て

お

訪

日

苦

言

。

ち

っ

軒

駐

日

ぃ

…

4
1
5
時
撃
が
で
き
ま
し
だ
総
護
2
1
i
1
t
i
l
-
-
j
i
-
-
j
i
l
i
-
-
i
i
i
l
i
l
i
i
i
l
i
-
-
i
i
i
l
e
i
-
…

¥
両
日
日
世
話
完
封
C
F
1
3
1
1
4
3
a
J
j
q
h刊
誌
寸
前
…

鮮

E

午
前
章
午
後
S
時

3

2

2

ニ

と

が

で

え

を

み

:

;

錨

i
診
号
η噂
斡

動

第

一

市

開

下

薙

メ

東

宮

今

後

習

会

寸

室

内

坂

し

な

ど

一

一

…

長

*

V

T

5

3

3

)

一

11ふ
T
Z
w裏
目

〆

丸

一

j
z
J

め
を
湖
畔
立
の
俳
句
な
ど
を
二

回

目

川

崎

諸

問

年

長

官

例

年

ま

で

に

新

1

1

1

0

、

思

去

義

世

(

前

三

に

認

、

暴

を

も

っ

と

綴

し

ん

で

も

…

羽
掛
川
闘
し
く
誇
入
れ
た
ま
芸
家
館
一
9
5
5
一
員
昔
、
棄
毒
で
「
武
者
会
が
で
き
た
き
カ
ケ
は
妻
義
号
、
昨
年
は
1
0
0
人
を
越
し
長
が
ら
い
た
い
と
い
手
も
検
討
均
一

引
い
一
則
s
i
-
-
i
i
i
i
i
j
i
-
-
i
i
i
i
一
喜
重
量
百
年
安
要
と
審
議
童
喝
を
知
ら
な
い
市
長
も
e
ム
宣
言
ら
詩
書
三
悔
い
自
護
費
が
線
数
し
つ
つ
あ
る
。
…

民

主

ま

与

白

ム

一

「

第

3

議

案

霊

」

喜

c

れ
民
主
号
、
郷
土
町
長
を
そ
て
な
ら
絞
れ
と
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
塁
塁
採
草
純
一
一
宮
一
切
7
2
1
1
r
:
}
一

ω
…
一
切
一

h

h

h

μ

一

ご

多

醤

去

を

考

え

る

官

克

D
案

、

一

だ

い

ず

れ

も

棄

し

た

喜

で

識

は

な

ら

な

い

妻

、

際

情

を

行

っ

た

。

安

警

が

あ

長

崎

一

盟

主

仁

一

仁

訂

正

一

ι
一仁一ド

ー

;

奪

A
z
j
i耳
i
f
i
-
-り、
妻

、

議

と

し

て

保

守

会

館

長

…

J
F
F一い一い
r

-
ト

土
、
認
は
午
品
開
w時
間
関
銭

5
月
3
日

市

民

会

館

で

一

?

を

え

の

は

吋

菜

子

的

存

九

一

計

十

室

蓋

襲

撃

げ

ベ

ゴ

ド

一

持

一

一

一

三

一

口

T

1

5
月
H
a
さ
が
ら
芸
時
5月
3
S
議
〉
午
後
五
時
V
議
霊
喜
え
る
室
内
集
い
争
終
点
に
、
長
』
前
後
り
惑
い
護

@
抽
障
っ
て
く
だ
多
い

曹
写
機
市
官
で
本
我
孫
ネ
品
自
例
制
服
・
コ
i

ト
(
女
子
問
問
1
5
a
m
d
背
滋
)
〈
州
問

常
一
位
)
1
6
9
6
v
$
ピ
ア
ノ
〈
務

時
柄
拘
日
{
山
町
)
4
8
8
5
V
栄
二
段
ベ
ッ

ド
〈
w
m
本
暗
(
制
}
1
7
9
1
J
験
ニ

い
の
ぽ
怜
V
A
綬
滋
世
(
剖
)
4
8
9
7
v

誠
申
し
込
み
は
各
議
絡
先
へ
産
婆
議

て
口
iナ
i
縄
棋
戦
希
裁
殺
は
‘
市
民

生
活
謀
議
後
応
市
議
絡
ま
で
議
也
捕
で
。

帯
剣
い
合
む
せ
官
閉
山
間
停
滞
治
課

官E
暫

短

歌

文主主主fよりi主主主がつくるコー

ナ…です。締り'JBIま毎月15日(必着}。

1人1作でハがキにI:J!')

E器薬先 手首孫子185草子持役所企綴議

z武者小路交驚基B~募出íiH莞も多奪号室革まる~~率女学散歩

蹴
刊
の
花
放
る
践
。
絞
め
訴
し
さ
に
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認
で
我
は
予
に
滋
ふ
回
開
木
き
ょ

瀞
殺
の
残
せ
る
惜
訟
を
来
に
染
め
て
久
万
絞
り
に
夕
刊
同

時
制
点
山
間
ヴ
菊
品
端
的
同
作

場
内
衝
に
山
山
ブ
れ
ば
汚
の
お
ぼ
ろ
い
い
て
浮
よ
か
如
〈

仰
向
島
内
克
ゆ
本
多
喜
久
子

南
川
島
ー
の
は
げ
し
き
級
機
関
め
柊
の
花
賞
に
附
問
り
ゆ

る

る

栗

原

焚

代

一
枚
の
漆
影
と
な
り
て
母
は
お
は
す
務
総
を
過
ぐ
る

同
市
古
も
主
き
幻
影
公
苧
議
ヂ

身
校
絞
め
と
と
の
ひ
て
の
ら
絞
州
慨
を
と
き
ほ
ぐ
す
ご

伊
奈
野
卓
子
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齢
制
園
、
薦
作
問
、
間
関
織
な
ど
各
市
阿
的

地
波
大
会
を
勝
ち
続
い
た
山
間
チ
ー
ム

が
品
輸
相
暗
熱
戦
の
来
、
久
守
家
の
あ

じ
さ
い

A
チ
i
ム
者
金
む
8
チ
ー
ム

一
力
、
採
火
会
出
場
を
決
め
ま
し
ph。

ニ
ニ
数
年
ゲ

i
ト
ボ

i
ル
熱
辻
古
河

ま
る
一

H
「
出
向
で
も
こ
の
一
年
間
関

で
新
た
に
ぬ
チ

i
ム
が
仲
間
入
り
し
も

揃
言
、
ゲ
;
ポ

i
fぷ
識
し
む
お

部
寄
り
は
出
品
7
iム、

4
0
0
人いい

の
は
っ
て
い
ま
す
。

除
ゲ

i
Fボ
パ
附
閉
会
殺
孫
子
支

総
長
町
清
ホ
ム
柴
容
ん
(
若
松
一
は
、

野
球
に
山
総
け
と
ば
か
り
に
‘
い
よ
い

τ
照
明
紋
世
争
う
巧
は
一
一
的
次
切
あ
く

よ
ケ

i
ト
点

i
ん
も

y
l
k
ン
問
問
昨
日
酔
ー
ま
で
ふ
山
崎
絡
を
深
め
句
綴
餓
を
維
持

蛾
大
会
出
場
を
か
け
た
築
2
ブ
ロ
ソ
ク
す
る
の
が
判
制
約
で
す
。
将
来
は
小
・

ゲ
ー
ト
京
j
ん
春
苧
大
会
が
鴨

4
丹
羽
中
学
殺
の
係
た
ち
の
チ

i
ム
や
仇
常
時

日
、
市
ゲ

i
ト
ボ
ー
ル
務
ぐ
か
わ
れ
ま
殺
の
均
た
ち
と
対
戦
す
る
な
と
、
い

L
hべ
大
会
に
は
災
孫
子
‘
品
相
、
流
山
、
ろ
い
ろ
な
人
と
交
流
し
だ
い
て
す
ね
い

県
大
会
出
場
を
か
け
、
熱
戦
令
嬢
欝

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
v
iズ
ン
開
幕

掛
川
撚
命
や
っ
て
下
語
っ
て
お
り
、
よ
く

ま
と
ま
っ
て
い
る
の
で
た
い
へ
ん
助
か

り
て
い
ま
す
L

毎
月
第
1
士
山
晴
践
に
開
閉
〈
副
社
事
会
へ

回
選
6
号
抽
慨
を
は
さ
え
で
た
っ
復

力
中
央
臨
附
党
内
で
は
4
m月
間
際
、
研

究
機
泌
を
↓
帆
盟
公
織
し
ま
し
た

2

問
問
研
究
所
は
総
和
問
年
に
9
電
力

会
社
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
総
合
研
究

機
関
で
、
我
孫
子
小
平
絞
殺
は
5
つ
あ

の
出
席
擦
は
と
て
も
よ
い
。
カ

i
ブ

ミ
ラ
1
、
品
開
肘
時
打
川
品
川
州
側
絞
も
、
そ
手

し
た
活
動
宏
池
L
て
爽
殺
し
た
c

住
お
術
的
中
に
は
、
緩
和
闘
部
4

尽
に
附
附
校
し
た
布
佐
機
小
学
校
、
き

り
に
住
民
的
絞
め
務
と
し
て
綾
本
紙

を
生
か
し
て
つ
く
ら
れ
た
和
除
機
公

開
削
が
為
る
。
周
辺
に
は
滋
或
清
み
の

怒
地
や
建
築
中
的
繁
が
多
い
。
丸
事
後

は
、
役
際
的
教
も
穏
当
増
え
そ
ワ
だ
。

そ
こ
で
「
地
域
俊
民
的
生
協
の
安

食
に
つ
い
て

w

日
頃
か
ら
一
防
犯
思
絞

め
普
及
や
大
災
半
訪
の
品
開
縫
叫
問
機
い
い
、

い
ま
い
っ
そ
~
ヲ
努
力
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
L
E患
っ
て
い
ま
す
。
そ
内
燃

昧
で
も
、
海
依
駐
在
所
的
交
幣
胸
骨
織

は
、
切
な
る
希
窯
で
あ
り
、
…
番
町

議
開
醐
と
考
え
て
い
ま
す
L

今
後
も
、
布
往
時
組
内
情
上
ル
ル
ー
有

伎
町
線
元
町
会
的
人
々
と
の
交
流
な

r多
〈
肉
親
臨
緩
い
い
対
し
て
、
会
開
周
議

員
で
自
治
団
出
動
を
強
め
な
が
ら
滋
め

て
い
毛
?
と
い
う
一
意
欲
が
、
会
長
的

議
か
ら
一
っ
か
が

A
K
G

V
金

銭

総

務

吋

布

絞

ze
略。。

め

1
0
3
世
(
山
間

)
1
2
8
5

障

が
先
端
技
禰
を
晃
学

る
研
究
所
の
ひ
と
守
口
万
〕
町
内
線
地
総
介
を
行
っ
た
り
、
却

m
X
M
W
m
的

を
持
ち
ょ
中
本
い
寸
生
物
」
時
期
制
凡
に
職
貝
液
め
山
間
る
大
盤
ブ
ー
ん
で
的
磯
上
発

仏
刊
誌

3
0
人
が
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
後
災
験
、
長
き
2
0
5
問
、
世
界
経

今
年
め
テ
l
サ
は
「
楽
し
も
う
科
学
大
円
追
悼
椛
本
撚
宇
佐
っ
た
テ
ト
ラ
ポ

万
博
、
織
し
も
フ
科
学
技
臨
閉
山
で
、
町
四

y
ト
的
淡
路
瞬
、
光
町
内
也
で
然
食
誘
導

出
削
附
け
が
公
開
附
さ
れ
ま
し
た
1

6一
出
?
ル
ナ
る
爽
験
な
ど
会
設
綴
し
ま
し
た
。

チ
ス
ラ
イ

γ
の
ふ
二
療
は
来
て
み
た
い
と
燃
っ
て

鴫
や
1
0
0
イ

ユ

い

ま

L
紅

6

日
本
は
海
に
開
閉
ま
れ
て

チ
大
斜
面
の
パ
ソ
い
る
の
で
ぜ
U
研
党
世
役
立
て
て
い

コ
ン
ゲ

i
ム
コ
!
た
だ
き
た
い
℃
十
ね

L

と
ー
雨
時
悶
公
子

ナ
!
な

r総
L
い
さ
ん
(
お
聞
}
。
結
締
ニ
的
自
は
約

千
談
廿
研
究
続
的
的
中
約
3
0
0
0
人
が
訪
れ
ま
し
れ
ft

也惜の
W
凡
通
安
全
逐
品
開
絞
oHH口
約

4

附
月
日
目
、
我
日
知
子
総
動
単
数
山
川
向
所
を

会
場
に
、
コ
…
抑
制
部
安
全
運
転
嫁
仲
代
大

会
い
が
俄
さ
れ
ま
し
た
た

こ
の
銭
技
会
は
代
い
知
子
議
案
袋
町

、
主
催
で
行
わ
れ
た
も
丹
で
、
般
投
-

死
LL小
品
脱
が
揃
唱
え
て
関
前
糊
と
な
コ
て

い
る
オ
!
ト
パ
イ
の
涼
し
い
乗
り
方
を

併
峨
刊
誌

L
て
も
ら
う
仰
が
ね
ら
い
円

ニ
的
日
は
、

nu
閣
制
バ
イ
ク
ぷ
品
取
る
機

会
が
多
い
郵
使
局
日
間
や
相
剛
一
打
開
拭
な
と
知

人
が
参
加
弓
$
ネ
カ
i
ブ
や
ク
ラ
ン
ク
、

一
本
械
を
ぬ
け
た
約
3
2
0
m
内
公

ス
で
泌
を
扱
い
ム
ロ
い
ま
L
h
Q

村
部
作
。
地
い
れ
一
竹
っ
た
の
は
二
続

出
郁
後
合
普
及
協
会
(
向
山
川
忠

縫
会
一
長
}
内
総
務
ん

u

寸
ま
だ
殺
人
軍
隊
誌
を
滋
続
し

て
い
な
い
人
が
何
人
か
い
ま

し
た
が
、
出
川
ね
ぬ
同
時
で
し
た
」

と
ふ
白
川
会
談
。

上
位
入
賞
者
同
M
J
売
の
泌
リ
〈
一

①
級
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湾
総
日
か
ら
2
n月
8
日
付
慨
し
て
受
講
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講
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滅
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滋
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凶
り
事
相
抑
制
附
な
ど
は
気
軽
に
段
繰
り
的

行
ゥ
で
い
ま
す
令
臼
本
昨
日
治
安
が
他
の
内
持
し
て
い
ま
す
ω

こ
れ
ま
で
の
治
安
水
総
務
説
明
、
駐
在
所
以
唱
し
出
て
く
だ
さ

附
聞
に
比
較
し
て
向
性
い
と
い
わ
れ
て
い
る
準
骨
維
持
す
る
た
め
に
は
務
替
え
の
協
勺
終
怒
ん
か
ら
寄
サ
ら
れ
た
繁
一
望
、

め
は
、
市
民
的
後
怒
ん
と
警
察
が
カ
を
カ
が
不
可
究
で

ra
卓
件
再
発
然
告
知
意
見
は
今
後
的
経
権
活
動
い
い
佼
鴫

t、

合
わ
せ
ど
犯
葬
め
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
つ
だ
場
合
、
被
害
心
滋
っ
と
時
、
犯
縁
関
η
率
、
総
み
事
に
つ
い
て
は
、
誠
品
思

し
て
き
た
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と
は
.
綴
極
を
も
3

ぞ
解
決
内
議
を
考
え
出
し
ま
す

n

し
か
し
昨
年
の
や
縫
換
の
税
法
犯
終
的
に
通
報
し
て
J

、
だ
き
る
よ
う
お
綴
い
我
孫
子
蟹
幾
察
官

(
M
M
)
0
2
2
0

wv
挙
加
資

1
r
D
o
o
m門

V
出
申
し
込
み
ゃ
H
製
設
相
明
ハ
ガ
キ
に
、

住
所
、
氏
名
〈
ふ
り
が
な
)
、
然
制
叫
ん

齢
‘
電
話
番
号
合
総
入
し
‘

5
月
7
m
u

h

靖
開
設
効
)
ま
で
に
、
我
孫
子
新
宿
H
H

知
ヮ
て
い
る
よ
う
で
知
り
な
い
我
終
お
恐
れ
て
い
る
方
は
、
ど
遠
滋
〈
だ
幸
い
e

中
尭
公
開
刊
紙
土
閉
館
内
講
座
評
へ

予
約
脳
部
変
。
楽
し
い
険
機
と
学
裂
し
ま
{
応
募
者
多
数
的
機
会
は
議
選
)

せ
ん
か

m

wv
学
習
内
容
家
殺
M

伸
子
内
務
由
民
1
万

部
*
内
問
樺
括
協
同
文
学
と
品
伐
材
開
子
*
広
一
戸

時
代
内
総
域
内
女
笠
後
*
我
Mm子
の
本

窓
口
め
歴
史
本
一
行
期
同
人
的
脱
出
史
本
校
孫
子

の
ふ
帯
小
閥
単
と
学
校
本
市
内
め
ぐ
り
本
手

賀
市
m
L
f何
人
生
学
我
日
拍
子
議
約
数
状
と
将

減
求
の
手
続
h
g
令
官
仰
れ
て
い
る
方
も
い

ま
ナ
、
問
凶
長
年
金
に
は
次
め
よ
う
な
給

付
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
ど
れ
か
い
い
紋
お

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
と
き
は
、
開
制
Mm

年
余
録
年
金
再
開
ま
ぞ
お
問
い
A
n
わ
ぜ
〈

だ
さ
い

6

状
勝
な
ど
に
変
化
が
な
い
か
を
縫
認
し
‘
め
隣
即
答
者
に
な
っ
た
と
色
、
あ
る
い
は

引
き
絞
各
部
品
脱
が
受
け
ら
れ
る
か
ど
づ
ご
主
人
長
亡
く
さ
れ
た
と
診
な
ど
に
、

か
を
譲
べ
る
火
明
な
事
続
き
で
寸
。
も
い
ろ
い
ろ
な
年
余
が
交
給
さ
れ
ま
す
。

し
機
似
し
な
か
っ
た
り
、
波
れ
た
り
す
こ
れ
ら
的
年
余
は
、
本
人
か
ら
議
求

る
と
‘
年
余
的
支
払
が
・
広
ま
っ
た
り
、
が
あ
っ
て
初
め
て
支
給
怒
れ
ま
す
が
.

巡
れ
た
つ
す
る
こ
と
が
あ
づ
ま
す
め
で
、
加
入
し
て
い
る
方
的
中
に
は
‘
す
て
に

必
ず
抑
制
日
ま
で
い
篠
山
闘
し
て
く
だ
さ
年
余
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
心
、

な
お
、
老
齢
年
金
や
通
算
税
も
齢
祁
金

を
後
げ
て
い
る
方
は
、
滋
注
目
的
来
踏

ま
で
お
、
叫
執
念
探
検
庁
へ
州
側
治
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
お

問
問
附
何
年
金
で
は
も
加
入
し
て
い
た
方

が
年
を
と
っ
た
り
、
揖
気
、
ケ
が
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'C~裂絡会毒事費符建し霊祭す。

..88害 そう隠れ8(土)，ヨ(8)

'F~自守改革きから午後39寺

験場所市1111'器、黒務総滋祭会

砂総数小中学窓とその保滋望書

か移寿司重要 無料

1>その世話 弁主語、鉛筆、ノート、

減量主主葉、書君主主導降参、ズック総理事

審議豊富いもの

房総¥.¥合わt主 祭el詩型思議議

官0472~23~2971

沙問筏 喜子議警本露日じり午草寺?守備25

玉音tJS11U者3防

快タイトルよ"千事じですが、防次、

ミごござ話料

炉産主送局 紛之容テレど

〈総立ち6)

1>務穫祭 本プレス後絞作費，，:tl叢

苦言本 TIG'窓媛*トサC;ド孝司韮]主

(主君事委〉孝 NCつィヤ政事霞加工場ドイ

シラヂ1)ノウアザイン*議浅草草渓本?務担聖

護まち浸透若返E滋気織機*電気注筏荻

総書受章護挙豊富(銃三三重重片務総式クレ

ニ意義縦士会務〈笑授〉紙該当量露審

》翼詩罪事・定量亀・5垂主毒事理 論霊互によ

り災なり務すので問い合わをさを

I>~軍習時鰐 三子詩母9華寺15分から午

後4普毒気分

参問い合わ校 中央主軍需主障害発1?こノ

タ…官0434~23-4622

炉講話8 く流派) *5~78から11

8<龍生若草〉惣弁務続投<t判38

1.tをう188(幣密務総棋調会〉花形

治宝主主総*20871をう258(重要月流〉

読書字i噂憾なロド*27臼かそう6F寺守 Eヨ

〈主張Eち〉松言Rflli圭設中

者砂若島所 市役所Deゴ…
総なま室、謹1合iとよりB線事密室E等を

することもあります 〈総喜重量事〉

場⑧@⑮
争新緑若まつり太子会布接交童話績か

ら溺訟のためはと8421P3の警寄付文ア

あり者去し去三。

4島小産量彩子 b 総量農機から喜善よ李総書聖

議滋誌のだめlこと 1方向の説話f寸tf

3号りとましだa
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